
  

朝日中通心 
生徒数 （令和５．11．30 現在） 総数 294 名 

１年 105 名  ２年 87 名  ３年 102 名 

令 和 ５ 年 1 1 月 3 0 日 
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百 

聞 

は 

一 

見 

に 

如 

か 

ず 

校
長 

山 

宗
功 

十
一
月
は
一
年
生
集
団
宿
泊
学
習
、
二
年
生
修
学
旅
行
、

三
年
生
紬
着
付
け
体
験
な
ど
体
験
を
通
し
て
学
ぶ
学
校
行

事
が
あ
り
ま
し
た
。
「
百
聞
は
一
見
に
如 し

（
し
）
か
ず
」
と

い
い
ま
す
が
、
実
際
に
目
に
し
た
り
肌
で
感
じ
た
り
す
る
こ

と
で
し
か
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
学
び
を
得
て
く
れ
た
こ

と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
行
事
に
際
し
、
御
理
解
と
御
協

力
い
た
だ
い
た
保
護
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。 

さ
て
、
先
ほ
ど
用
い
た
「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
と
い

う
言
葉
に
は
続
き
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。 

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
。
百
見
は
一
考
に
如
か
ず
。
百
考

は
一
行
に
如
か
ず
。
百
行
は
一
果
に
如
か
ず
。
百
効
は
一
幸

に
如
か
ず
。
百
幸
は
一
皇
に
如
か
ず
。 

数
多
く
聞
く
よ
り
、
自
分
で
見
る
方
が
理
解
で
き
る
。
数

多
く
見
て
も
、
自
分
で
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
数
多

く
考
え
て
も
、
行
動
に
移
さ
な
け
れ
ば
何
も
変
わ
ら
な
い
。

数
多
く
行
動
し
て
も
、
結
果
を
出
さ
な
い
と
成
功
に
は
つ
な

が
ら
な
い
。
成
功
し
て
も
、
そ
れ
が
自
分
の
幸
せ
に
つ
な
が

ら
な
け
れ
ば
、
意
味
が
な
い
。
自
分
が
幸
せ
に
な
っ
て
も
、

そ
れ
が
周
囲
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

折
し
も
、
こ
の
学
校
だ
よ
り
が
発
行
さ
れ
る
の
は
期
末
テ

ス
ト
真
っ
最
中
。
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
「
ど
う
し
て
勉
強
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
。
」
と
か
「
勉
強
っ
て
大
変
だ
し
、

面
倒
だ
。
」
と
思
う
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど

も
、
多
く
の
こ
と
を
知
り
、
考
え
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
の
生

活
を
変
え
、
将
来
に
生
か
さ
れ
ま
す
。
今
は
な
か
な
か
想
像

で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
「
あ
の
と
き
も
っ
と
頑
張

っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
。
」
「
あ
の
と
き
頑
張
っ
て
い
て
よ

か
っ
た
。
」
と
い
う
日
が
、
い
ず
れ
訪
れ
る
と
思
い
ま
す
。

当
た
り
前
で
す
が
、
過
去
は
変
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
変
え
ら
れ

る
の
は
未
来
だ
け
。
そ
の
た
め
に
は
、
で
き
る
だ
け
早
い
段

階
か
ら
頑
張
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
皆
さ
ん
の
人
生
で
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
い
ち
ば
ん
早
い
段
階
は
、
今
こ
の
瞬
間
。

今
こ
の
瞬
間
か
ら
か
ら
頑
張
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

感
染
対
策
を
し
て
の
学
習
発
表
会 

 

無
事
終
了 

 

十
月
二
八
日
に
学
習
発

表
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
体
育
大
会
同
様

久
し
ぶ
り
に
参
観
者
に
制

限
を
か
け
ず
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
も
主
体
的
に
事

前
の
取
組
か
ら
計
画
性
を

も
っ
て
取
り
組
み
、
実
施

に
向
け
て
様
々
な
工
夫
を

し
て
き
ま
し
た
。
学
習
発

表
会
当
日
は
例
年
ど
お
り

盛
り
上
が
り
、
保
護
者
の

方
々
か
ら
も
子
ど
も
た
ち

の
熱
演
に
、
「
と
て
も
感

動
し
涙
が
出
ま
し
た
」

「
本
当
に
楽
し
か
っ
た
」

「
実
施
し
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

な
ど
多
く
の
賞
賛
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本

当
に
御
協
力
な
ら
び
に
御

参
観
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

自 主 

創 造 

規 律 

琢 磨 
自分の生き方を求め 今を大切にする

朝日中生を育成する 



 

生徒のほとんどが着付け初体験！奄美の素晴らしい産業です 
 奄美市紬観光課の事業で，奄美大島の伝統工芸品である本場大島紬の「着付け体験学習」を実施しました。身近にある
ようで，なかなか身近にふれることのない紬ですが，紬組合の青年部の皆様の協力で気軽に楽しく着付けを行うことが
できました。青年部の皆様には心よりお礼申し上げます。 
 【生徒の感想から】 
「大島紬が奈良時代からあることや大島紬の重さは 450ｇであること，精緻な絣模様を使っている特徴があることなど初
めて知ることがたくさんあったのでうれしかった。」「大島紬の職人さんが少なくなってきていることは知っていました
が,生産数がここまで少なくなっていることや世界に進出していることも初めて知りました。」「紬はまだ買えませんが,
紬が使われている時計などがほしいなと感じました。」「１つの着物を作るのにたくさんの工程,手間がかかっているこ
とに驚いた。」「自分の島の伝統工芸品が素晴らしいものだと知ることができ,うれしかった。」「大島紬の歴史を知る
ことができてよかった。」「奈良時代から作られていたことに驚いた。」「伝統的な紬という印象が強かったが,フェラ
ーリとコラボするなど現代のものに採用されていて長く愛されている紬ということがわかりました。」 
 

快晴の中，充実した修学旅行になりました。 

11 月 13 日（月）から３泊４日の日程で修学旅行を実施し

ました。とても充実した修学旅行になりました。 

まだ被災の後が残る熊本城での散策やわくわく座の見

学，平和公園での平和集会，学習発表会でも事前に学習し

た原爆資料館の見学，被爆者体験講話，長崎市内での自主

研修等を体験してきました。また，生徒たちも楽しみにし

ていたグリーンランドと３日間とも天気に恵まれ，とても

快適に過ごすことができました。 

 また，「見聞を広げる」「規律を守る」「絆を深める」と

いう目標もしっかり達成できました。そして，修学旅行を

企画・運営してくださった添乗員さんや運転手さん，バス

ガイドさん，平和講話をしてくださった方々，更に保護者

の方々や先生方にも「感謝」の気持ちをもつことができた

ようです。ありがとうございました。 

 

協力する大切さを感じた集団宿泊学習 

 15 日から 16 日にかけ，１年生は集団宿泊学習を実施し
ました。天気にも恵まれ，計画していた行程を変更するこ
となく実施することができました。１日目の活動では，創
作活動として壁掛け・ジェルアートの作成，野外でのオリ
エンテーリング,天体観測等をしました。とても有意義な活
動になったようです。また，２日目は，環境学習としてウミ
ガメの産卵等について学んだり,実際に朝仁海岸の清掃等
を行ったりしました。 
集団生活をとおして，「規律の重要や協力することの大

切さ」，「自然に親しんだり，体力の向上を図ったりするこ

と」，「寝食を共にすることで絆を深めること」など多くの
学びを得て,目標を達成することができたようです。何より
も安全に体験学習に取り組むことができ，無事に帰ってこ
られたことがよかったと思います。 
今後も集団宿泊学習で身に付けたことや学んだことを家

庭生活や学校生活でいかしてほしいと感じました。１年生
のこれからの成長がますます楽しみです。  

12 月学校行事 

【スクールカウンセラー来校予定日 永田先生：６日，13 日，20 日 丸内先生：19 日】 

11 月 29 日（水）～１日（金） ２学期期末テスト 

１日（金） 校内人権週間（～10 日） 

８日（金） 奄美群島日本復帰 70 周年授業（道徳） 

９日（土）  校内ロードレース大会①，②，③ 

11 日（月） あいさつ運動（～22 日） 

13 日（水） 国際交流について学ぶ 

14 日（木） ３年健康教室 

17 日（日） 市民総ぐるみ清掃 

22 日（金） 終業式 

25 日（月） 奄美日本復帰記念の集い 



 


